
流れ方向

材　質：ステンレス
外　径：約１ｃｍ

敦賀発電所２号機　格納容器内手動弁のほう酸析出状況
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フランジ部ほう酸析出状況

ほう素濃度や放射能濃度等を測定
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温　度：約３２２℃
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材　質：ステンレス
大きさ：縦　約５０ｃｍ
　　　　横　１８ｃｍ

フランジ合わせ面か
ら漏れ出たほう酸が、
弁体と保温材の間を
通り、フランジ上部に
堆積していた。
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保温材を外して
弁の状況を調査

発見時の弁の状況

保温材周りに析出
したほう酸が付着
していた。


